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１．はじめに 

 フィルダムなどの遮水を行うアスファルト遮水工の最上層に施工する表面保護工（アスファルトマスチッ

ク）は施工性，耐候性，施工時・供用中の斜面安定性，変形追従性など多くの機能が要求されるため，多種

の材料を組合せて実施工に供している。しかしながら，各種材料と機能との関係が必ずしも定量的に把握さ

れていないのが現状である。そこで，斜面に施工するアスファルトマスチックの供用中の変形性状に着目し

て，著者らが提案している変形特性試験 1）と，従来のスロープフロー試験や DSR試験（動的せん断試験）

の結果と対比するとともに，供用中の変形性状に与える影響が大きい軟化点調整剤の最適な添加量について

検討したものである。 

２．実験方法 

 表－1に配合と実験ケースの一覧を示す。各材料は重量％で表示し，軟化点調整剤はアスファルトの重量％

で外割りとして添加している。 

前報において著者らは 2 重円筒管の隙間に（内円筒φ

90mm，外円筒φ110mm，隙間 10mm），190℃で練り混ぜ

たアスファルトマスチックを充填し，硬化後に 60℃の雰囲気

下で下方に自重によって変形させる変形特性試験（写真－1）

を実施し，軟化点調整剤が６0℃雰囲気下における変形に大

きく影響することなどを報告している 1）。この変形特性試験

では変形性の指標として，変形が 40mmに達するまでの時間

から算定する平均変形速度（mm/min）を取上げ，平均変形

速度の大小によって変形しやすさを表している。 

従来，マスチックの斜面安定性を評価する指標としてスロ

 

写真－1 変形特性試験 

（試験終了後の状況） 
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表－1 実験ケース一覧 

No. As 石粉
ガラス
繊維
軟化点調整剤
（×As%）

変形特性
試験
ｽﾛｰﾌﾟﾌ
ﾛｰ試験 DSR試験

1 0 ○ ○ ―
2 0.5 ○ ○ ―
3 1.0 ○ ○ ―
4 1.5 ○ ○ ―
5 2.0 ○ ○ ―
6 2.5 ○ ○ ―
7 0 ○ ○ ―
8 1.0 ○ ○ ―
9 2.0 ○ ○ ―
10 0 ○ ― ○
11 1.0 ○ ― ○
12 2.5 ○ ― ○
・アスファルト　：　St.80/100，密度1.03g/cm 3

・石粉　：　炭酸カルシウム，密度2.70g/cm 3

・ガラス繊維　：　密度2.57g/cm 3，直径9μm，長さ3mm
・軟化点調整剤　：　ワックス，密度0.97g/cm 3，軟化点130℃
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写真－2 スロープフロー試験 

（試験終了後の状況） 
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ープフロー試験 2）（写真－2）が取上げられており，今

回，スロープフロー試験値と，変形特性試験との結果

を対比した。また，アスファルト材料の性能を評価す

る試験方法として開発されたSHRP規格のDSR試験も適

用性検討の対象とした。 

３．実験結果および考察 

図－1 に，繊維量と軟化点調整剤の添加量を変化さ

せた変形特性試験の結果得られた平均変形速度と，ス

ロープフロー試験の結果得られた 24 時間経過後のフ

ロー値の関係を示す。ここで，スロープフロー試験に

おいて 24 時間前に許容測定範囲を超えた場合には，

その時間のフロー値から 24 時間経過後のフロー値を

換算して求めている。同図から，平均変形速度の増加

に伴ってスロープフロー値も増加する傾向があること

が分かる。また，24 時間後のスロープフロー値 0mm

を満足する平均変形速度は 10mm/min 以下であるこ

とが分かり，平均変形速度 10mm/min 以下で斜面安定

性を満足することができると考えられる。 

図－2に，図－1の平均変形速度を軟化点調整剤の添

加量の関係で整理して示す。同図から，平均変形速度

10mm/min 以下を満足する軟化点調整剤量は繊維の

混入量ごとに存在し，繊維量が 1％の場合に軟化点調

整剤の添加量が約 1.9％以上，繊維量 1.5％で約 1.7％

以上であることが分かる。 

 図－3 に平均変形速度と DSR 試験によって得られ

た試験温度 60℃における複素弾性率，位相角の関係を

示す。同図から，平均変形速度の変化によって複素弾

性率や位相角に変化が認められ，繊維を混入していな

い配合ではあるが，DSR試験を実施し，平均変形速度

10mm/min 以下を満足する複素弾性率，位相角に対応

する材料，配合を選定することも可能であると考えら

れる。 

４．まとめ 

 斜面に施工するアスファルトマスチックの供用中の

安定性を評価するため，著者らが提案している変形特

性試験結果とスロープフロー試験値，DSR試験値との関係を検討し，比較的短時間で試験結果が得られる変

形特性試験により，斜面安定性が確保できるアスファルトマスチックの配合を選定できることなどを明らか

にした。 

 本研究は菅原照雄北海道大学名誉教授の指導を得て実施したもので，ここに深く感謝致します。 
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図－1 平均変形速度とスロープフロー値の関係 
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図－2 軟化点調整剤量と平均変形速度の関係 
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図－3 平均変形速度と DSR試験結果の関係 
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